
平成 26 年度新聞販売店見守り協力店による通報状況（緑区） 

 

◆通報実績                        平成 27年 2月 23日現在   

区分 死亡 不在 救助 在宅 対象外※ 計 

件数 ２ ３ ２ １ １ ９ 

※対象外は、年齢が 65歳以上、75歳以上の高齢者のみ世帯以外のもの 

 

[対象外の内訳] 

死亡 不在 救助 在宅 計 

１ ０ ０ ０ １ 

 

◆主な事例 

死 
 
 
 
 

亡 

１ 

73歳 , 女性 , ひとり暮らし 

3日分の新聞が溜まっていたので、隣家の民生委員の方と訪問するが反応なし。 

2日間様子をみたが変化ないため、警察へ連絡。警察が親族に連絡を取り家に 

入ると布団の中で亡くなっていた。 

２ 

76歳 , 男性 , ひとり暮らし 

新聞店より FAXにて報告。 

朝刊配達の配達員から２日分の新聞が溜まっていると新聞店に連絡が入る。 

午前 9時 30分、店長が本人宅に伺うと、庭先に倒れている男性発見。 

隣人にご本人と確認していただき、警察、消防へ通報した。 

救 
 
 
 
 

助 

 

１ 

80歳 , 女性 , ひとり暮らし 

新聞店より２日分の新聞が溜まっているとの区役所あてに FAXあり。 

区役所職員 3名、民生会長が現地へ向かう。 

カーテンが開いたままで、布団はひいたまま、長期不在の様子ではない。 

緑警察地域課と親族へ連絡。警察官、親族の立会いのもと、カギを壊して家に 

入る。浴室で倒れている本人を発見、救急車を呼び病院へ搬送した。 

２ 

74歳 , 女性 , ひとり暮らし 

新聞店より区役所あてに 2日分の新聞がたまっているとの FAXあり。 

区役所高齢者福祉相談員が見守り対象としていたケース。 

相談員、いきいき支援センター職員、担当民生委員が現地へ向かう。 

玄関ドアをたたくと、這って玄関まで出てこられた。救急車を呼び病院へ搬送 

する。 

 

資料５ 


